
2 国有林における成木林肥培地の生長調査解析

3 群落状態の水耕法による墓礎実験

4 航空機により肥料の散布条件(地形,風力,飛行速度)の決定,散布された肥料の追跡, 

肥効の確認,空中散布用肥培の開発,経済性の検討・〇
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25.採種園における害虫防除

1試験担当者

保護部昆虫第一研究室：山田房男 ほか

北海道支場昆虫研究室:山田四昭ほか

関西支場昆虫研究室：小林富士雄 ほか

2試験目的

林木育種事業の進展にともない,各地で採種園が造成され,優良種子の生産が期待されつつ 

あるが,その過程にお、いて虫害が著しく,とくに針葉樹にお、ける新梢,球果,種子の被害は各 

地で問題にされている。本試験は,これらの主要害虫について,その稚境お、よぴ生態を明らか 

にするとともに,効果的な防除法を確立する。

3昭和43年度の経過とえられた艦果

(本場)

千葉県下に幼令林固定試験地を設定したほか,関東林木育種場,茨木,千葉,神奈ni,栃木 

の各県各地の地域別のまっのしんくいむし類の稲類をしらべ,野外調査および室内飼育によつ 

て主要種の生活史を調査し,予備的な薬剤防除試験,野外調査による病原微生物や寄生蜂等の 

検索を行なった〇

この結果,関東地方には,まつのしんくいむし類と称されて.いるもの7種のうち6種が分布 

しているごとが判り,また,•主要種であるマツノシンマダラメイガ,マツノヅアカシンムシ 

が千葉,茨城県等では1年に2回発生することを確認し,さらに成虫の発生最盛期にDDT , 

パイジット,スミチオン等の乳剤散布により防除効果が認められるという知見をえた。

まつのしんくいむし類の天敵微生物としては,マッの小蛾類の硬化病の検討として,各地の 

マツ林からシンマダラメイガ被害穂を採集した中の死体から分離した系状菌は！saria 

f ar in 〇 6 aを含むIsaria系統のもの5株Fusarium と思われるもの1,その 

ほか3 ,計9株である。

これらのっち,Isaria系3,そのほかのもの2についてシンマタ' ラメイガ,マツカレハ 

の双方に対する病原性を調べたが,マツカレハに対する病原性はシンマダラに対する病原性よ 

りも一般に弱いものが多かった〇

これらの菌の培養は蚕蛹煎汁培養基,普通寒天培養基,蚕蛹煎汁液など用いた。
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(北海道)

トドマッ採種園において,ハマキガ類の分布,被害経過,被害度の調を,薬剤防除試験なら 

びに球果についての加害虫の種類,加害期,被害状況等を調査したが,植栽全度の古いものほ 

どハマキガ類の被害は大で,年々増加している傾向がある。

球果の害虫については,今まで8種の害虫について加害期,被害特徴等を明らかにした。

(関西)

主としてマッ,スギの球果を加害する害虫を顺し,併せて薬剤防除試験を実施した。

マッ球果については,2生生球果の加害種はマッノッ、ノマダラメイガ,マツヅアカシンムシ 

が主でー左生球果には小型のマダラメイガ亜科一種の加害がきわめて多かった。

スギ球果については,山陰地方においてはスギカサガによる被害があり,そのほかシャクガ 

村,タマパ工科各一種が見出された。

薬剤散布試験は,DDTO. 05%,スミチオン0.0 5^乳剤を5〜9月に6回散布したが, 

2年生球果の被害率が無散布区で5 7〜7 3 %であるのに対し,D D T ,スミチオンそれぞれ 

5～12%, 7〜14%ときわめて顕著左効果が見られた。

L昭和44年度試験計画
各県において,林地別にまっのしんくいむし類の種類を調査するとともに,生活史の不明左 

ものについては,更に調査を継続する。

また襲剤による防除試験を昨年度の結果を参考にしながら実施する。

—46 —

2 6.採種林の施業法

1試験担当者

造林部長:加藤善忠

造林部種子研究室:浅川澄彦 ほか

土壤部土壇肥料科長:塘隆男

2試験目的

林木育種事業の進展にともない,優良個体によって造成された採種林の結実燈を増大し,夕 

ネゆ品質を向上せしめるための施業方法を確立する。

3昭和43年度の経過とえられた給果

アカマツ

所定の処理を行ない,第7回の結実調査を行左った。全般に前年度より作柄が低下したが, 

施肥区では結実母の低下はかなりくいとめられ,本数密度の低い方が単木あたりの結実キ士が 

多かった。一方無施肥は本数密度にか力、わらず作柄が著しく低下した。

スギ

これまでとほぼ同様の試験地を矢板署管内に設定し,間伐による本数密度の調査と施肥を行 

なった。

4昭和44年度試験計回
アカマツについては,1〇月上旬第8回結実調査4 5年2月施肥。

スギについては,6月上旬施肥,結実促進,1〇月上旬結実調査,11月上旬葉分析試料採 

取。


